
＜学校感染症について＞ 

学校は、発育期の児童・生徒が集団生活をしており、感染症が発生した場合にはまん延するおそれがあります。表に 

ある感染症にかかったときは、感染予防のために「出席停止」となります（欠席にはなりません）。出席停止のねらいは、

該当児童・生徒の休養と早期回復、他の児童・生徒への感染防止です。 

医師により許可が出ましたら、「学校感染症による欠席届」を提出して登校してください。 

学校感染症と出席停止期間について 

※以下の感染症については医師の許可が出た上で、登校してください。 

 病名 出席停止期間 

第

一

種 

エボラ出血熱、クリミア・コンゴ出血熱、痘そう、 

南米出血熱、ペスト、マールブルグ病、ラッサ熱、 

重症急性呼吸器症候群（病原体が SARS コロナウイルスであ

るものに限る）、鳥インフルエンザ（病原体がインフルエン

ザウイルス A 属インフルエンザ A ウイルスであってその血

清亜型が H5N1であるものに限る）、急性灰白髄炎（ポリオ）、

ジフテリア、新型コロナウイルス感染症（R2.1.28～） 

治癒するまで 

（医師の許可があるまで） 

※感染症の予防及び感染症の患者に対する医

療に関する法律第六条第七項から九項までに

規定する「新型インフルエンザ等感染症」、「指

定感染症」及び「新感染症」は第一種の感染

症と見なす。 

 

第

二

種 

インフルエンザ（鳥インフルエンザ H5N1を除く） 発症した後５日を経過し、かつ解熱後２日(幼児に

あっては３日)を経過するまで 

百日咳 特有の咳が消失するまで、又は５日間の適正な抗

菌薬療法による治療が終了するまで 

麻疹（はしか） 解熱後、３日を経過するまで 

流行性耳下腺炎（おたふくかぜ） 耳下腺、顎下腺又は舌下腺の腫張が発現した後５

日を経過、かつ、全身状態が良好になるまで 

風疹（三日ばしか） 発疹が消えるまで 

水痘（水ぼうそう） 全ての発疹がかさぶたになるまで 

咽頭結膜熱（プール熱） 発熱、咽頭炎、結膜炎などの主要症状がなくなっ

て２日を経過するまで 

新型コロナウイルス感染症（病原体がベータコロナウイルス属
のコロナウイルス（令和二年一月に、中華人民共和国から世界
保健機関に対して、人に伝染する能力を有することが新たに報
告されたものに限る。）であるものに限る。） 

発症した後５日を経過し、かつ、症状が軽快した
後１日を経過するまで 

結核 病状により、学校医その他の医師において感染の

おそれがないと認めるまで 

髄膜炎菌性髄膜炎 病状により、学校医その他の医師において感染の

おそれがないと認めるまで 

第

三

種 

コレラ、細菌性赤痢、腸管出血性大腸菌感染症（O-157など）、 

腸チフス、パラチフス、流行性角結膜炎、急性出血性結膜炎 

 

症状により、学校医その他の医師において感染の

おそれがないと認めるまで 

病名 登校の目安 

手足口病 症状が改善し全身状態が良好 

溶連菌感染症 治療開始後２４時間経過し、全身状態が良好 

伝染性紅斑（りんご病） 全身状態が良好（発疹期には感染力はない） 

感染性胃腸炎（ノロウイルス、ロタウイルスなど） 下痢・嘔吐症状が軽減し、全身状態が良好 

ヘルパンギーナ 全身状態が良好 

マイコプラズマ感染症 症状が改善し全身状態が良好 

RSウイルス感染症 症状が改善し全身状態が良好 



 

 

学校感染症による欠席届（兼再登校届） 

 

 

都立品川特別支援学校長 殿 

 

小 ・ 中   年  組  氏名               

 

 

医療機関名                （   年   月   日受診）において 

 

病 名                        と診断されました。 

 

このため、  月  日から  月  日まで欠席させていましたが、病状が回復し、 

集団生活に支障がない状態と医師に判断されましたので 

 

令和   年   月   日より登校いたします。 

 

医療機関の電話番号：                 

 

 

    令和   年   月   日    保護者名                     

                         

 

 

 

学校記入欄：出席停止期間（欠席日数から除外する期間） 

令和  年  月  日（ ）～  月  日（ ） 

 


